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　●風水害に備えましょう
　●老人福祉医療の制度改正　
　●募集　彦根城探検隊
　　　　   〜縄張りと石垣を探る〜

●募集　彦根城博物館
　　　  キッズサマースクール
●オニバスの里親講習会
●市民健康診査  
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「臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特例給付金」（その 4）

申請受付期間などが決定しました

7 月 16 日㈬〜 10 月 16 日㈭
彦根市役所 3 階　臨時給付金支給室

申請受付期間

受 付 場 所

▶お知らせ文書と申請書を送付します
　給付金の支給対象者と思われる人には、申請受

付が始まるまでに、お知らせ文書と申請書を送
付します。

▶申請は郵送でもできます
▶申請後、給付金が支給されるまでの期間
　１か月半から 2 か月程度かかる予定です。

※臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金は、重複して受給することはできません。

基準日（平成 26 年 1 月 1 日）以降の対象者の異動に関するＱ＆Ａ
Ｑ 1　基準日の翌日以降に引っ越した場合の給

付金の受取はどうなりますか。

Ａ 1　今回の 2 つの給付金は基準日時点で住
民票がある市町村から支給されます。市
町村によって申請期間などが違いますの
で、基準日時点でお住まいの市町村にお
問い合わせください。

Ｑ 2　基準日以降に生まれた人や亡くなった人
は給付金の対象になりますか。

Ａ 2　基準日に生まれた人は給付金の対象にな
りますが、基準日の翌日以降に生まれた
人は対象となりません。また、支給が決
定されるまでの間になくなった人も給付
金の対象になりません。

問い合わせ先　 臨時給付金支給室☎ 22-1411（内線 376）、FAX22-1398
制度に関する問い合わせ先　厚生労働省 2 つの給付金に関する専用ダイヤル☎ 0570-037-192
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近
年
、
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る

洪
水
や
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
台
風
18
号
に
よ

る
豪
雨
災
害
が
京
都
府
や
滋
賀
県

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。彦

根
市
で
は
、
河
川
水
位
が
上

昇
し
、
災
害
の
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
に
、
避
難
情
報
（
左

記
参
照
）を
発
令
し
ま
す
。
避
難
情

報
の
種
類
ご
と
の
違
い
を
あ
ら
か

じ
め
ご
理
解
い
た
だ
き
、
発
令
さ

れ
た
と
き
は
速
や
か
に
行
動
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
備
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
化

を
支
援
し
て
い
ま
す

口市
建
築
指
導
課

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

お
住
ま
い
の
住
宅
が
、
地
震
に

対
し
て
安
全
か
ど
う
か
、
ど
の
部

分
が
弱
い
の
か
を
、
派
遣
さ
れ
た

耐
震
診
断
員
が
無
料
で
診
断
し
ま

す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

募
集
棟
数　

40
棟
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

建
築
指
導
課
に
あ

る
耐
震
診
断
実
施
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
建
築
年
月

日
が
わ
か
る
書
類
（
確
認
申
請
書

副
本
、
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の

写
し
な
ど
）を
添
え
て
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

込
書
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

既
存
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

　

建
物
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
、

耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
診
断

さ
れ
た
住
宅

　
　

ま
た
、
建
物
全
体
を
耐
震
改

修
す
る
以
外
に
、
次
の
場
合
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
１
階
部
分
の
み
耐
震
補
強
工

事
を
す
る
場
合

▼
１
階
に
、
建
物
が
倒
壊
し
て

も
一
時
的
に
安
全
が
確
保
で

き
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
耐

震
ベ
ッ
ド
な
ど
を
設
置
す
る

場
合

　

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

建

築
指
導
課
☎
30-

６
１
２
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の

調
査
費
用
を
補
助
し
て
い

ま
す

　　　口市
建
築
指
導
課

建
築
物
の
柱
や
天
井
に
左
の
写

真
の
よ
う
な
吹
付
け
材
が
使
わ
れ

て
い
る
場
合
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

▲出所　国土交通省資料「目で見るアスベ
スト建材レベル１」

含
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す

る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

左
上
の
写
真
の
よ
う
な
事
例
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

初
診
の
選
定
療
養
費
（
初
診

に
か
か
る
特
別
の
費
用
）
に
つ

い
て

　
　
　
　
市
立
病
院

市
立
病
院
で
は
以
前
か
ら
初
診

の
人
に
は
選
定
療
養
費
を
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
広
報

ひ
こ
ね
４
月
15
日
号
で
も
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
７
月
１
日
か
ら
、

次
の
患
者
さ
ん
に
も
初
診
に
か
か

る
選
定
療
養
費
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象　

受
付
時
間
外
の
診
察
な
ど

で
、
次
の
①
②
の
両
方
に
当
て

は
ま
る
患
者
さ
ん

①
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状

が
な
い

②
入
院
・
事
故
な
ど
緊
急
で
や
む

を
得
な
い
事
情
が
な
い

選
定
療
養
費
の
額　

   

２
，
１
６
０
円

日
ご
ろ
か
ら「
か
か
り
つ
け
医
」

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
「
地
域
医

療
連
携
」（
病
院
と
地
域
の
開
業
医
が

連
携
し
て
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
）
の

推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
日
（
日
曜
日
・
祝
日
）

の
受
診
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
当

院
敷
地
内
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

彦
根
休
日
急
病
診
療
所
（
内
科
・
小

児
科
☎
22-

１
１
１
９
番
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

緑化功労者として
農林水産大臣賞を受賞

　

樹木医の川崎昭重さんが、平成 26 年 6 月 1 日
に新潟県で開催された第 65 回全国植樹祭で、緑化
功労者として農林水産大臣賞を受賞されました。

これは、川崎さんが地域の樹木の保全、レイカディ
ア大学生の指導、平田川の桜の通り抜けの造成など、
永年にわたって幅広く緑化に貢献されてきた功績が
認められたものです。

川か
わ

崎さ
き

昭し
ょ
う

重じ
ゅ
う 

さ
ん（
平
田
町
）

　

市
立
病
院
が
果
た
す
べ
き
緊
急

性
の
高
い
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
医
事

課
☎
22-
６
０
５
０
番
（
内
線
１

２
５
２
番
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

７
０

５
４
番

風水害時の避難情報
避難準備情報

特に避難行動に時間を要する人は、避難を開始してくだ
さい。それ以外の人は避難の準備を開始してください。

避難勧告
通常の避難行動ができる人は、避難を開始してください。

避難指示
避難中の人は、避難を完了してください。まだ避難して
いない人は、直ちに避難してください。

※危険な状況の中での避難場所への移動は、できるだけ避
けて、安全の確保を最優先してください。避難場所へ移
動する時間がない場合や、移動することでかえって危険
が伴う恐れがある場合は、自宅や近くの建物の２階以上
など安全な場所へ避難することも検討してください。

風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入

土
曜
日
の
臨
時
受
け
入
れ

口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

粗
大
ご
み
（
小
型
家
電
を
含
む
）
の

臨
時
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
28
日
㈯　

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
野
瀬

町
）　

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
粗
大
ご
み
の
搬
入
は
有
料
で
す
。

（
１
ｍ
未
満
の
小
型
家
電
は
無
料
）

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
テ
レ
ビ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
品
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
に

も
搬
入
で
き
ま
す
。
搬
入
時
間

は
「
平
成
26
年
度
ご
み
等
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
24-
７
７
８
７
番

運
転
免
許
証
自
主
返
納

高
齢
者
支
援
制
度
が
充
実

口市
交
通
対
策
課

湖
東
圏
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
路
線
バ
ス
ま
た
は
愛
の
り

タ
ク
シ
ー
で
使
え
る
回
数
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
、
交
付
す
る
回
数
券
の

金
額
を
６
千
円
か
ら
９
千
円
に
増

額
し
ま
し
た
。

公
共
交
通
は
事
故
の
心
配
が
減

り
、
経
済
的
な
乗
り
物
で
す
。
こ

の
機
会
に
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

回
数
券
交
付
ま
で
の
流
れ

①
65
歳
以
上
の
人
が
有
効
な
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
ま
す
。

申
請
窓
口
は
警
察
署
で
す
。

②
取
消
通
知
書
が
警
察
署
で
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
経
歴
証
明
書
が
、

後
日
、自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

③
取
消
通
知
書
ま
た
は
運
転
経
歴

証
明
書
と
印
鑑
を

交
通
対
策

課
、
支
所
、
出
張
所
に
、
自
主

返
納
後
、
90
日
以
内
に
持
参
し

ま
す
。

④
路
線
バ
ス
ま
た
は
愛
の
り
タ

ク
シ
ー
の
回
数
券
（
９
千
円
分
）

を
１
回
限
り
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
支
援

制
度
に
つ
い
て

　

滋
賀
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

☎
０
７
７-

５
２
２-

１
２
３
１

▼
路
線
バ
ス
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て

　

湖
東
圏
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
事
務
局
（

交
通
対
策
課
）

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

彦
根
駅
・
南
彦
根
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
一
時
停
止
し
ま
す

口市
交
通
対
策
課

古
く
な
っ
た
部
品
を
交
換
す
る

た
め
、
JR
彦
根
駅
西
口
お
よ
び
JR

南
彦
根
駅
西
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
備
の
修
理
を
行
い
ま
す
。
次
の

作
業
時
間
中
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

使
え
ま
せ
ん
。
緊
急
性
を
要
す
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
修
理
日
以

外
は
通
常
ど
お
り
運
転
し
ま
す
。

日
時

▼
JR
彦
根
駅
西
口

７
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で

▼
JR
南
彦
根
駅
西
口

７
月
９
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

※
終
了
時
間
は
前
後
し
ま
す
。

※
両
駅
と
も
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
通
常
ど
お
り
使
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
 30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

24-

５
２
１
１
番
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老
人
福
祉
医
療
の
制
度
改
正

口市
保
険
年
金
課

　

８
月
１
日
か
ら
老
人
福
祉
医
療

制
度
が
改
正
さ
れ
、
左
表
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
老
人
医
療
費
受

給
券
（
白
色
の
も
の
）
を
お
持
ち
の

人
は
、
74
歳
ま
で
負
担
割
合
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

５
８
９
９
番

介
護
保
険

利
用
者
負
担
額
の

軽
減
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

②施設（介護保険施設、地域密着型介護老人福祉施設）、
　またはショートステイ利用時の食費・居住費（滞在費）の軽減制度

利用者負担の段階と対象者

世帯全員が住民税非課税
で、老齢福祉年金を受給
している人、生活保護を
受給している人など

世帯全員が住民税非課税
で、前年の合計所得金額
と課税年金の収入額の合
計が80万円以下の人

世帯全員が住民税非課税
で、第２段階に該当しな
い人

食費

３００円

３９０円

６５０円

利 用 者 負 担 の 上 限（ 日 額 ）
居　　住　　費　　（ 滞 在 費 ）

ユニット型個室
ユニット型準個室
従来型個室（特別養護老人ホーム）
従来型個室（老人保健施設、療養型医療施設）
多床室
ユニット型個室
ユニット型準個室
従来型個室（特別養護老人ホーム）
従来型個室（老人保健施設、療養型医療施設）
多床室
ユニット型個室
ユニット型準個室
従来型個室（特別養護老人ホーム）
従来型個室（老人保健施設、療養型医療施設）
多床室

ユニット型個室　複数の
居室と共同生活室によ
って一体的に構成さ
れ、一定の基準を満た
した場所（ユニット）
内にある居室

ユニット型準個室 多床
室を改修してユニット
型施設にしたものな
ど、ユニット型個室に
準じた居室

従来型個室　ユニット型
になっていない従来型
の居室

多床室　相部屋

８２０円
４９０円
３２０円
４９０円
０円

８２０円
４９０円
４２０円
４９０円
３２０円

１,31０円
１,３１０円
８２０円
１,３１０円
３２０円

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
を

彦
根
年
金
事
務
所

20
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

加
入
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た

り
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
っ

た
り
す
る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

学
生
や
、
収
入
が
少
な
く
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
場
合
は

「
学
生
納
付
特
例
」、「
若
年
者
納

付
猶
予
」
な
ど
の
保
険
料
の
支
払

い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
年
金
課
、
支
所
、
出
張
所

で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併

せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番　

保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

彦
根
年
金
事
務
所

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
20
〜
60
歳
ま
で
の

全
て
の
人
が
加
入
し
て
、
や

が
て
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な

ど
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の

安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
前

も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で

す
。基

礎
年
金
の
半
分
は
、
国

庫
負
担
で
あ
り
、
現
在
20
歳

の
人
も
、
納
付
し
た
保
険
料

以
上
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
賃

金
や
物
価
の
変
動
に
併
せ
て

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る

と
「
障
害
基
礎
年
金
」「
遺
族
基
礎

年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
請
は
、
原
則
、
毎

年
度
必
要
で
す
。

申
請
窓
口　

住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
区
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
（
彦
根
市
の
場
合
は

保
険
年
金
課
、
支
所
、
出
張
所
）

対
象
期
間　

７
月
〜
平
成
27
年
６

月
※
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

受
付
開
始
日　

７
月
１
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０

３
８
番

　

介
護
保
険
の
利
用
者
で
所
得
の
低
い

人
を
対
象
に
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

を
行
い
ま
す
。
軽
減
制
度
に
は
、
下
表

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

介
護
福
祉

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
す
る
と
、
審
査
の
う
え
、
該
当

者
に
は
認
定
証
（
確
認
証
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

交
付
さ
れ
た
認
定
証
（
確
認
証
）
を
、

利
用
し
て
い
る
事
業
所
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

す
で
に
軽
減
制
度
を
利
用
し
て
い
る

人
も
、
現
在
の
認
定
証
（
確
認
証
）
の
有

効
期
間
は
６
月
30
日
㈪
で
終
了
し
ま
す
。

現
在
、
認
定
証
（
確
認
証
）
を
お
持
ち

の
人
に
は
、
再
申
請
の
案
内
を
６
月
初

旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
７
月
以
降
も

軽
減
の
継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改

め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎

23-

９
６
６
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７

６
８
番

①社会福祉法人などによる利用者負担軽減制度

対
象
１

対
象
２

対象者 軽減の内容
世帯全員が住民税非課税で、次の要件を全て満たす人
①年間収入が単身世帯で１５０万円以下（世帯員が
１人増えるごとに50 万円加算）

②預貯金などの額が単身世帯で３５０万円以下（世
帯員が１人増えるごとに１００万円加算）

③日常生活に使用する資産以外に活用できる資産が
ない

④負担能力のある親族などに扶養されていない
⑤介護保険料を滞納していない

社会福祉法人などが
提供するサービスの
利用者負担（介護保
険による１割の自己負
担分、食費、居住費など）
の４分の１を軽減
（老齢福祉年金受給者は
２分の１軽減）

介護保険施設の個室に入所（滞在）している生活保護
受給者

（実施している事業所については、　介護福祉課に問い合わせてください。）

社会福祉法人などが
提供するサービスの
居住費（滞在費）の
全額を軽減

65～
74歳

区 分 対 象

重 度 心 身 障 害 者 身体障害者手帳（４級）の人
療育手帳（Ｂ１）の人

ひとり暮らし高齢寡婦
かつて母子家庭の母に該当していた人
で、ひとり暮らしの状態が１年以上継続し
ており、今後も継続すると見込まれる人

低 所 得 者 市民税を課せられている人がいない世帯
に属し、扶養義務者も非課税の人

老 人 福 祉 医 療 制 度

生 年 月 日 65～69歳での負担割合 70～74歳での負担割合
昭和24年８月１日以前 1割

2割

1割

1割昭和２４年８月２日以降

老人福祉医療の自己負担割合

▶彦根市の医療費助成制度には、所得制限があります。本人、配偶者、扶養義
務者（保険の扶養義務者、税の扶養義務者、同一住所の最多所得者）の所得が把握
できない場合は、前住地などでの課税証明書（所得額のわかるもの）が必要です。
▶生年月日が昭和19年4月1日以前の人は、高齢受給者証の自己負担割合が
１割となる国の特例措置が継続されるため、該当しません。意

注

ご

い
さ
だ
く
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ウ
ィ
ズ
お
や
こ
広
場

〈
内
容
〉
季
節
に
合
っ
た
ゲ
ー
ム
、

水
遊
び
、
お
は
な
し
会
な
ど
親
子

で
一
緒
に
遊
ぶ
広
場
で
す
。
※
土

曜
日
開
催
な
の
で
、
平
日
は
忙
し

い
保
護
者
、
特
に
お
父
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
〈
日

時
〉
７
月
12
日
㈯
、
８
月
９
日
㈯
、

９
月
13
日
㈯　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉乳
幼
児
と

保
護
者　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
持
ち

物
〉
８
月
９
日
は
水
遊
び
の
た
め
、

着
替
え
と
タ
オ
ル　
〈
そ
の
他
〉事

前
申
し
込
み
は
不
要
、
当
日
自
由

生ごみダイエットを考える会の
参加者募集

市民１人１日あたりのごみ等排出量は、県内
で６年連続で最も多い状況です。この状況か
ら脱するためには、廃棄物の約 75％を占める

「燃やすごみ」の減量の取組を進めることが効
果的です。

燃やすごみ（平成 24 年度 33,707 ｔ）の約半
分（湿重量）が生ごみです。生ごみの約 85％が
水分と言われますが、水分が多いほど焼却炉の
燃焼効率を下げます。また衛生面では、収集時
に袋が破れて集積所の周辺を汚したり、臭いの
原因になります。

そこで、生ごみの減量に向けて、誰もが気軽
に取り組めるアイデアなどについての意見交
換会や啓発活動への参加者を募集します。

内容　学習会や審議会委員・滋賀県立大学生な
どとの意見交換会への参加のほか、街頭啓発
など（年６回予定）

応募期間　6 月 16 日㈪〜 7 月 11 日㈮
募集人数　15 人
問い合わせ先  生活環境課☎ 30-6116、　

FAX27-0395

　
                 市民文芸特別講座・部門別研修会

日時　７月 5 日㈯ 13：00 〜 16：00
会場　ひこね市文化プラザ（野瀬町）

　　　エコーホール
第１部　市民文芸特別講座

　　　　　（14：00 ～ 15：00）

▶演題「短歌を詠
うた

うこと／短歌の言葉」 
▶講師　江

え

戸
ど

　雪
ゆき

さん（「塔」短歌会編集委員）

第２部　部門別研修会（15：00 ～ 16：00）

　「俳句」「短歌」「川柳」「冠句」「詩」「随筆・評論」「小
説」の部門別に、市民文芸作品選者の皆さんが、出品作
品を講評します。

定員 150 人 （先着順）　※申込不要
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-7810、

FAX21-3080

参加無料

参
加　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番

ウ
ィ
ズ

親
子
夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

〈
趣
旨
〉
親
子
で
一
緒
に
活
動
し

て
、
と
も
に
楽
し
さ
を
味
わ
い
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
ょ

う
。
火
お
こ
し
体
験
や
液
体
窒
素

７
２
７
番
（
川か

わ

窪く
ぼ

さ
ん
）、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://irohagum

i.com

　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
①
住
所
②
氏
名（
複
数
の
場

合
は
全
員
）
③
連
絡
先
（
電
話
番
号
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
）
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
全
て
受
付
完
了
の
返
信

を
行
い
ま
す
。

彦
根
城
探
検
隊

〜
縄
張
り
と
石
垣
を
探
る
〜

〈
内
容
〉彦
根
城
の
縄
張
り（
城
郭
の

平
面
構
造
）
と
、
石
垣
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
た

非
公
開
の
「
本
丸
周
辺
の
石
垣
」

や
「
登
り
石
垣
」
な
ど
を
探
検
し

ま
す
（
足
元
が
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
）。　
〈
日
時
〉
７
月
６
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時　

※
雨

天
中
止　
〈
集
合
場
所
〉
開
国
記

念
館
前
（
金
亀
町
）   

〈
対
象
〉 

彦
根

城
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）〈
定
員
〉

50
人　
〈
費
用
〉
１
０
０
円
（
保
険

代
、
資
料
代
を
含
み
ま
す
）　
〈
申
込

期
限
〉
６
月
16
日
㈪
〜
７
月
３
日

㈭　
　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
教
育

委
員
会
文
化
財
課
（
〒
５
２
２-

０

０
０
１　

尾
末
町
１-
38
）
☎
26-

５

８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-
５
８
９

９
番
、
Ｅ
メ
ー
ルbunkazai@

m
x.hikone.ed.jp　

※
Ｅ
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
往
復
は
が
き
の
い
ず
れ

か
で
①
住
所
②
氏
名
（
複
数
の
場
合

子
育
て
講
座

「
お
口
の
中
は
大
丈
夫
 
」

〈
内
容
〉
子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ

せ
た
虫
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
や
歯

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
口
内
の
手
入
れ
の
仕
方
な
ど

を
歯
科
衛
生
士
か
ら
学
び
ま
す
。　

〈
日
時
〉
６
月
25
日
㈬　

午
前
10

時
〜
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的

室　
〈
対
象
〉生
後
５
か
月
〜
３
歳

２
か
月
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者　

〈
定
員
〉
25
組
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

１
家
族
に
つ
き
２
０
０
円　
〈
申

込
期
間
〉
６
月
16
日
㈪
〜
同
20
日

㈮
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
な
ど　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
子
ど
も
未
来
室
☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
電
話
か
、
直
接

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

多
文
化
交
流
教
室
（
初
級
Ⅰ
）

〈
内
容
〉
今
年
度
か
ら
「
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
教
室
」
と
い
う
名
前
か
ら

「
多
文
化
交
流
教
室
」に
変
わ
り
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
な
ど
簡
単
な
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
を
学
び
な
が
ら
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
文
化
や
習
慣
に
触
れ
ま

す
。　
〈
日
時
〉
７
月
１
日
、
同

８
日
、
同
15
日
（
毎
週
火
曜
日
・
全

３
回
）
の
午
後
６
時
〜
同
７
時
30

分　
〈
場
所
〉
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・

プ
ラ
ザ
彦
根
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６

階　

大
東
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
初
め
て
学
ぶ
人
や
ブ
ラ
ジ

ル
の
文
化
を
学
び
た
い
人　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
千

円　
〈
申
込
期
限
〉
６
月
30
日
㈪　

〈
講
師
〉
ナ
タ
ー
リ
ャ
・
ア
ブ
レ

ウ
（
彦
根
市
国
際
交
流
員
）　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

七
曲
り
村
岸
家
庭
園

庭
園
管
理
実
践
講
座

【
４
回
シ
リ
ー
ズ
】

〈
内
容
〉
庭
園
全
体
に
わ
た
っ
て

統
一
し
た
剪せ

ん

定て
い

技
術
技
能
を
習
得

し
ま
す
。
初
回
は
講
座
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
庭
園
清
掃
実
践
を
行
い
ま
す

（
以
降
の
内
容　

②
〈
７
月
〉
公
開
測

量
、
庭
園
発
掘
洗
い
出
し
な
ど
実
践
③

〈
10
月
〉
庭
園
講
演
会
④
〈
11
月
〉
低
木

除
去
・
剪
定
、
管
理
計
画
策
定
）　
〈
日

時
〉
７
月
６
日
㈰
午
後
１
時
〜
同

４
時　
〈
場
所
〉
村
岸
家
庭
園
（
沼

波
町
）   

〈
定
員
〉20
人（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　
〈
費
用
〉
無
料
〈
申

込
期
限
〉
６
月
16
日
㈪
〜
同
23
日

㈪　
〈
講
師
〉
仲
隆
裕
さ
ん
（
京
都

造
形
芸
術
大
学
教
授
）　
〈
問
い
合
わ

せ
先
〉
い
ろ
は
組
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

?

は
全
員
）③
電
話
番
号
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
全
て
受
付

完
了
の
返
信
を
行
い
ま
す
。
中
止

の
場
合
は
、
当
日
の
午
前
10
時
に

決
定
し
、
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉７
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
２
時（
雨
天
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）　 〈
場
所
〉彦
根
城
大
手

前
公
園
（
金
亀
町
）　
〈
出
店
料
〉
１

ブ
ー
ス
５
０
０
円　
〈
申
込
期
限
〉

７
月
５
日
㈯　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

生
活
環
境
課
（
〒
５
２
２

-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
出
店
希

望
日
⑦
搬
入
車
両
番
号
を
、
返
信

の
表
面
に
①
住
所
②
氏
名
を
そ
れ

ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

を
使
っ
た
実
験
を
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
７
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
同
３
時
30
分
（
受
付　

午
後
１
時

〜
）　　
〈
場
所
〉
大
阪
ガ
ス
総
合

シ
ョ
ー
ル
ー
ム　

デ
ィ
リ
パ
彦
根

（
大
東
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
の
小
学

生
と
保
護
者
（
小
学
生
の
兄
弟
・
姉

妹
の
参
加
も
で
き
ま
す
）　　
〈
定
員
〉 

親
子
20
組　

※
申
込
者
多
数
の
場

合
は
公
開
抽
選
（
７
月
２
日
㈬
午
前

10
時
か
ら
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室
３
で
行

い
ま
す
）　
〈
費
用
〉 

３
０
０
円
（
親

子
１
組
）　
〈
申
込
期
間
〉
６
月
16

日
㈪
〜
７
月
１
日
㈫（
必
着
）　
〈
託

児
〉
１
人
３
０
０
円
（
０
歳
〜
就

学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０

４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
①
受
講
講
座

②
名
前
（
親
子
）（
ふ
り
が
な
）
③
学

校
・
学
年
④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥

電
話
番
号
⑦
（
あ
れ
ば
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
⑧
託
児
を
希
望
す
る
人
は
子
ど

も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
と
生
年
月

日
を
、
返
信
の
表
に
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

仲
間
と
一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア

エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ

〈
内
容
〉
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
５
人

程
度
の
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
模
擬

株
式
会
社
を
設
立
し
ま
す
。
事
業

の
内
容
や
仕
組
み
を
考
え
、
販
売

な
ど
も
行
い
社
会
や
商
売
の
仕
組

み
を
学
び
ま
す
。　
〈
説
明
会
日

時
〉
７
月
20
日
㈰
午
後
１
時
～

同
４
時
（
予
定
）（
実
践
販
売
は
10
月

13
日
（
祝
・
月
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
）　　

〈
場
所
〉大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ

彦
根
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階　

大

東
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
お
よ
び
近

隣
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

〈
費
用
〉２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
、　

出

資
金
代
）　
〈
申
込
期
限
〉６
月
30
日

㈪　
〈
そ
の
他
〉実
践
販
売
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
彦
根
商
工
会
議
所
☎

22-
４
５
５
１
番　

※
応
募
用
紙

は
、
市
内
お
よ
び
近
隣
の
小
中
学

校
に
配
布
し
た
ほ
か
、
彦
根
商
工

会
議
所
で
も
お
渡
し
し
ま
す
。

夏
休
み

文
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈
内
容
〉
夏
休
み
に
日
本
語
の
持

つ
本
来
の
美
し
さ
を
感
じ
、
豊
か

な
表
現
力
（
考
え
る
力
・
書
く
力
・

伝
え
る
力
）
を
育
む
た
め
開
催
し

ま
す
。　
〈
日
時
〉
▼
川
柳　

７

月
26
日
㈯　

▼
詩　

８
月
2
日
㈯　

▼
短
歌　

８
月
9
日
㈯　

▼
俳
句　

８
月
23
日
㈯　

い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
〜
正
午　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
第
３
研

修
室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生　

※
友
達
や
家

族
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。
小

学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。 

〈
定
員
〉
各
部
門

40
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　

〈
申
込
期
限
〉
７
月
24
日
㈭　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委

員
会
文
化
振
興
室
（
〒
５
２
２-

０

０
５
５　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０

８
０
番　

※
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
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「
ひ
こ
ね
文
芸
」
第　
号
作
品

〈
募
集
部
門
・
規
定
〉
短
歌
（
１
人

３
首
、必
ず
専
用
の
応
募
用
紙
で
）、俳

句
（
１
人
５
句
、
同
）、
川
柳
（
１
人

５
句
、
同
）、
冠か

ん

句く

（
題
「
秋
日
和
」

「
老
夫
婦
」「
稔
り
待
つ
」
１
人
各
題

合
わ
せ
て
５
句
、
同
）、
詩
（
１
人
１

篇
、
縦
書
き
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
）、
随
筆
・
評
論
（
１
人

１
篇
、
同
３
〜
５
枚
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

で
も
応
募
で
き
ま
す
）、
小
説
（
１
人

１
篇
、
同
５
〜
７
枚
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

で
も
応
募
で
き
ま
す
）　
〈
対
象
〉
市

内
か
近
隣
市
町
に
在
住
、
ま
た
は

市
内
の
文
芸
団
体
に
所
属
す
る
人　

〈
費
用
〉
１
部
門
千
円　
〈
応
募
期

限
〉
７
月
27
日
㈰
（
郵
送
の
場
合
は

当
日
消
印
有
効
） 　
〈
そ
の
他
〉
応
募

作
品
は
既
発
表
の
有
無
を
問
い
ま

せ
ん
。
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
応
募
条
件
な
ど
確
認
の
う
え

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
問
い
合

わ
せ
先
〉
彦
根
文
芸
協
会
（
島
野
さ

ん
）
☎
22-

０
４
７
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

２
３
４
１
番　
〈
応
募
先
〉 

市

立
図
書
館
内
「
彦
根
文
芸
協
会
」

（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
８

-

１
）　

※
募
集
要
項
と
応
募
用
紙

は
、
市
立
図
書
館
、
各
地
区
公
民

館
、
市
民
会
館
、
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
応
募

用
紙
は
そ
の
ま
ま
印
刷
原
稿
と
す

る
の
で
、
楷か

い

書し
ょ

で
明
確
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。
部
門
ご
と
に
用
紙
を

改
め
、
①
部
門
名
②
住
所
③
氏
名

ま
た
は
雅が

号ご
う

（
ふ
り
が
な
）
④
電
話

番
号
を
各
用
紙
に
書
い
て
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
封
筒
に
も
部
門

名
を
朱
色
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
で
き
る

人
形
劇
講
習
会

〈
内
容
〉
専
門
家
の
指
導
に
よ
り

人
形
の
作
成
か
ら
演
技
ま
で
を
学

び
、そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉
８
月
30
日
㈯
、
９
月
13

日
㈯
、
同
27
日
㈯
、
10
月
18
日
㈯
、

同
25
日
㈯
、
11
月
8
日
㈯
、
同
29

日
㈯
、
12
月
６
日
㈯
、
同
20
日
㈯
、

平
成
27
年
１
月
10
日
㈯
、
同
24
日

㈯　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
同
４

時
ま
た
は
５
時
（
平
成
27
年
１
月
24

日
の
み
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
）　
〈
場
所
〉
み
ず
ほ
文
化
セ
ン

タ
ー
（
田
原
町
）〈
対
象
〉
高
校
生

以
上
で
、
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
を
優
先
〈
定
員
〉
15
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
〈
費

用
〉
一
般
８
千
円
、
高
校
生
５
千

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
登
録
制
）

〈
趣
旨
〉ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の

主
催
、ま
た
は
共
催
事
業
（
市
内
の

文
化
施
設
で
の
事
業
も
あ
り
ま
す
）
の

運
営
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

携
わ
り
ま
せ
ん
か　
〈
内
容
〉会
場

の
受
付
・
場
内
整
理
、駐
車
場
整
理

な
ど　
〈
対
象
〉
高
校
生
以
上
（
た

だ
し
、
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
で
す
。）　 

〈
登
録
期
間
〉
登
録

後
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
更
新

可
）　
〈
そ
の
他
〉
交
通
費
・
食
事
な

し
。
研
修
あ
り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
い
た
し
ま
す
。　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ
☎
26-

８
６
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

８
６
０
２
番　

※
ひ

こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、

教
育
委

員
会
、
各
地
区
公
民
館
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

戦
没
者
遺
児　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

〈
内
容
〉先
の
大
戦
で
父
な
ど
が
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
り
ま
す
。　

〈
対
象
〉
戦
没
者
の
遺
児　
〈
実
施

地
域
〉
旧
満
州
、
西
部
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
旧
ソ
連
、
マ
リ

　
　

彦
根
市
立
平
田
小
学
校

場
所　

平
田
町
２
６
７
番
地

創
立　

昭
和
54
年

児
童
数　

２
５
７
人
（
平
成
26
年
４
月
）

教
育
目
標　
「
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
を

築
き
、
共
に
生
き
る
子
」

 

本
校
の
校
章
は
、
太
陽
の
よ
う
に
光

り
輝
き
、
発
展
す
る
よ
う
に
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
羽

ば
た
た
い
て
い
け
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

異
な
る
年
齢
の
交
流
を
目
的
と
し
た

縦
割
集
団
に
よ
る
運
動
会
応
援
合
戦
や
、

ふ
れ
あ
い
遠
足
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
命
・
人
権
を
大
切
に
す
る
人
権
週

間
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
学
習
の
先

生
、
学
校
支
援
地
域
本
部
の
皆
さ
ん
に
学

習
活
動
や
環
境
整
備
な
ど
を
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
携

を
深
め
て
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
信
頼
さ

れ
る
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲スクールガードさんに感謝の
気持ちを伝える子どもたち

▲全校ふれあい遠足▲人権週間の啓発活動
　（児童による人形劇）

ウ
チ
の

校
風
　
２

市
立
学
校
紹
介

17

円　

※
ほ
か
に
人
形
の
材
料
費
が

必
要
で
す
。　
〈
申
込
期
限
〉
７

月
７
日
㈪　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
☎

43-

８
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
43-

８

１
１
２
番
、Ｅ
メ
ー
ルm

izuho@
m

x.hikone.ed.jp

彦
根
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

〈
内
容
〉「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
学
習
し
、
話
し
合
い
を

す
る
「
つ
ど
い
」
の
場
で
す
。
手

作
り
に
よ
る
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。　

〈
会
議
場
所
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　

〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
〈
申
込
条
件
〉
性
別
、
年

齢
、
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。　
〈
申
込
期
間
〉６
月
16
日
㈪

〜
同
30
日
㈪　

 

〈
そ
の
他
〉「
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催

日
時
は
、
実
行
委
員
会
で
決
定
し

ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３

５
２
９
番　

Ｅ
メ
ー
ル　

w
ith.

hikone@
oboe.ocn.ne.jp　

※

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ア
ナ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど　

※
地
域
、
日
程
、
定
員
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉㈶
日
本

遺
族
会
☎
03-

３
２
６
１-

５
５

２
１
番

33

職　　種 受　験　資　格人　数 試験日など

　
　第1次試験　7月27日㈰　
第2次試験　8月31日㈰
　※採用予定日は
　　平成27年4月１日です。医療ソーシャル

ワーカー
社会福祉士の免許を
有する人（取得見込みを含む）

1人

薬剤師の免許を
有する人（取得見込みを含む）薬剤師 4人

昭和54年４月２日
以降に生まれた人

臨床工学技士の免許を
有する人（取得見込みを含む）臨床工学技士 1人

昭和29年４月２日
以降に生まれた人

管理栄養士
（有資格者）

1人

受験申込書などの配布場所、受験の申し込み、問い合わせ先　　
　市立病院事務局職員課（市立病院３階）
　☎22-6050（内線3517）、FAX26-0754　
　Eメール　syokuinka@municipal-hp.hikone.shiga.jp　　　　　

受付期間　
　6月16日㈪～7月16日㈬の8：30～17：15（土・日曜日、祝日は除く）
※郵送の場合は、７月16日㈬までの消印有効

管理栄養士の免許を
有する人

臨床検査技師
（有資格者）

1人 臨床検査技師の免許を
有する人

　
　第1次試験　7月27日㈰　
第2次試験　8月31日㈰
　※採用予定日は
　　平成27年1月１日です。

　
　7月27日㈰　
　※採用予定日は
　　9月１日です。

市職員を募集します
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相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

悩みを抱える子どもからの相談、子育てで悩んでいる保
護者や家族からの相談に応じます。（電話相談）

毎週月・水曜日（祝日は除く）
14：00～17：00

子どもと親の悩み
の 相 談 電 話

　 教  育  研  究  所
☎23-7867

（相談専用電話）

さまざまな人権問題についての相談を受け付ける相談電
話です。電話は最寄りの法務局につながります。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

全国共通人権相談ダイヤル
みんなの人権110番

☎0570-003-110
（相談専用電話）

子どものことをはじめとする家庭内の悩み（育児不安、児
童虐待、ドメスティック・バイオレンスなど）について、相
談に応じます。

子ども・家庭相談
毎週月～金曜日
（祝日は除く）
8：30～17：15

　 家 庭 児 童 相 談 室
（ 　 福 祉 セ ン タ ー ）

    ☎23-7838
FAX26-1768

多重債務問題や架空請求への対処、悪質商法の被害、ク
－リング・オフの方法など、消費生活や契約のトラブル
に関する相談に応じます。

毎週月～金曜日
（祝日は除く）
  9：00～12：00
13：00～16：15

消 費 生 活 相 談
　　　　　生　活　環　境　課
消費生活相談窓口
( 市 役 所 １ 階 )
☎30-6144

日 曜 納 税 相 談 毎月1回、日曜日に相談窓口を設けて、市税の納付につい
ての相談に応じます。

6月22日㈰
10：00～16：00

　 納 　 税 　 課
( 市 役 所 2 階 )
☎30-6109

ア ル コ ー ル 相 談
アルコール依存症等の問題について、本人や家族の相談
に精神科医師、保健師が応じます。（予約制）

6月26日㈭
14：00～16：30

6月27日㈮
13：30～15：30

彦 根 保 健 所
(和　田　町)
    ☎22-1770
FAX26-7540

心の健康に不安を持つ本人や家族から、困っていることや
生活の様子などを聞き、必要に応じて医学的指導、医療機
関や施設の紹介などをします。（予約制）

こころの健康相談

保 険 料
土 曜 納 付 相 談

毎月1回、土曜日に相談窓口を設けて、国民健康保険料、
介護保険料および後期高齢者医療保険料の納付について
の相談に応じます。

6月28日㈯
8：30～12：00

　 保 険 料 課
( 市 役 所 1 階 )
☎30-6137

7月2日㈬
13：30～16：30

近畿税理士会税務相談センター
無 料 税 務 相 談

確定申告や医療費控除、相続税、贈与税など税全般に関
する相談　※1人30分。電話による予約制（先着6人）
　税務課市民税係☎30-6140、FAX22-3052

　 税 務 課 会 議 室
（ 市 役 所 ２ 階 ）

子どもの人権 110番
強 化 週 間

大津地方法務局と滋賀県人権擁護委員連合会が、小学
生・中学生・高校生などの悩み事や心配ごと、また、子
どものことで悩んでいる家族等からの相談に応じます。

6月23日㈪～同29日㈰
8：30～19：00
土・日曜日は

10：00～17：00

専 用 電 話
☎0210-007-110

人権なんでも相談
いじめ、あらゆる差別など、人権に関する相談に人権擁
護委員が応じます。
大津地方法務局彦根支局☎22-0242

7月2日㈬、同16日㈬
13：00～15：00

相 談 室
( 市 役 所 １ 階 )

労 働 法 律 相 談
職場における悩み事・仕事上困難な問題について、弁護
士が相談に応じます。（予約制。6月１８日㈬9：00から先
着3人）※月曜日は休館日。月曜日が祝日の場合は翌日が休館
日　☎26-7272　FAX26-7377

7月4日㈮
18：30～20：00

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

相続に関する手続き（遺言書の作成、遺産分割に関すること
など）の相談に応じます。（予約制。7月2日㈬８：30から）
※市内在住、在勤者に限定

行政書士無料相談会
相 続 手 続 相 談

7月11日㈮
13：00～15：00

行政相談委員による
行 政 相 談

7月14日㈪
13：00～15：00

国・県・市などに対する苦情や意見・要望に関する相談に
応じます。※市内在住、在勤者に限定

7月18日㈮
13：00～16：00

相続・売買登記、土地の分筆・合筆、建物登記などの相談
に応じます。（予約制。7月9日㈬ 8：30から先着6人）
※市内在住、在勤者に限定

登　　　記
相　　談

表 示 登 記
担当弁護士がすでに申込者と利害関係がある人の相談を
受けている場合などは、相談が受けられないことがあり
ます。（予約制。7月16日㈬8：30から先着6人）
相談料：１回（30分）5,400円（相談日にお支払いください）
　※市内在住、在勤者に限定

7月25日㈮
13：00～16：00

滋賀弁護士会
法 律 相 談

　まちづくり推進室
( 市 役 所 １ 階 )
   ☎30-6117
FAX22-1398

7月19日㈯
9：30～12：30

司法書士
無 料 法 律 相 談

サラ金、クレジット、少額裁判などの法律相談に応じま
す。（３週間前から予約受付）　１人45分
司法書士総合相談センター彦根☎077-527-5576

彦 根 勤 労 福 祉 会 館
（大東町）２ 階 研 修 室

相続、登記、遺言書の書き方の相談や、道路交通、河川管理な
どの国・県・市の行政全般について、苦情・要望などのある人
は、気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は守られます。
総務省滋賀行政評価事務所☎077-523-1100

大学サテライト・プラザ彦根
（アル・プラザ彦根６階）

行政なんでも相談所
7月24日㈭

13：30～16：00
受付時間

13：00～15：30（ 　　  　  　）

交 通 事 故 相 談
毎週火・木曜日
  9：00～12：00
13：00～16：00

湖 東 合 同 庁 舎 ２ 階
（　元　町　）

被害者・加害者を問わず、専門の相談員が相談に応じます。
電話による相談にも応じます。（祝日を除く月～金曜日）
県立交通事故相談所彦根分室☎27-2230

7月2日㈬、同16日㈬
18：30～20：30

（ 　　  　  　　）

相　　談　　名 日　　　時 場　　　　所 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

法律相談
毎月第３月曜日午後

こころの悩み相談
毎月第1月曜日午後

女性、男性を問わず、心の悩み、夫婦・家族関係、職場
の人間関係（セクハラなど）、子どもに関することなど、
さまざまな相談に応じます。

毎週水・木・金曜日
（祝日は除く）

13：00～16：00

ウィズ相談室
総 合 相 談

専門相談は、総合相談を受けたあとで、必要な人のみ予約
できます。
「法律相談」では弁護士が、「こころの悩み相談」では臨床
心理士が相談に応じます。

ウィズ相談室
専 門 相 談

　男女共同参画センター
「ウィズ」

（　福祉センター前）
相談専用ダイヤル
☎21-5757

☎27-2400
（相談専用電話）

市役所などでの手続き、生活の中で困ったことなどの相
談に、３つの言語で応じます。
水曜日＝英語、木曜日＝ポルトガル語、金曜日＝中国語

毎週水・木・金曜日
（祝日は除く）

10：00～12：30
13：30～16：00

多 言 語 電 話 相 談

仕事のこと、家族のこと、地域のことなど、困りごとの
相談に応じます。　
彦根市社会福祉協議会☎22-2821、FAX22-2841

毎週水・金曜日
（祝日は除く）
13：00～16：00

心 配 ご と 相 談 所 　 福 祉 セ ン タ ー
別 館 2 階 相 談 室

①
狂
言
教
室　

対
象　

小
学
５
・
６
年
生

内
容　

狂
言
の
所
作
、
実
技
を
基
本
か
ら
学
び
、
実

際
に
博
物
館
の
能
舞
台
で
発
表
し
ま
す
。　

日
時　

７
月
25
日
㈮
、
同
26
日
㈯
、
８
月
３
日
㈰
、
同

４
日
㈪
、
同
８
日
㈮
、
同
10
日
㈰
、
同
13
日
㈬　

午
後
２
時
30
分
〜
同
４
時
30
分
（
た
だ
し
、
８
月
４
日

㈪
は
、
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分
。
最
終
日
は
午
後
１

時
〜
同
４
時
30
分
）※
都
合
に
よ
り
時
間
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
師　

和い
ず
み泉
流
狂
言
師　
小お

笠が
さ

原わ
ら

匡た
だ
しさ
ん　

ほ
か　

定
員　

12
人 

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

白
足た

袋び

、
扇せ

ん

子す

②
博
物
館
体
験　

対
象　

小
学
１
〜
６
年
生　

内
容　

１
日
目
は
、博
物
館
探
検
と
木
造
棟
で
の
茶
道

体
験
を
行
い
ま
す
。
２
日
目
は
、ミ
ニ
織
機
で
コ
ー

ス
タ
ー
を
作
る
織
り
物
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
５
日
㈫
、同
６
日
㈬　

小
学
１
〜
３
年
生

は
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分
、小
学
４
〜
６
年

生
は
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

彦
根
城
博
物
館
学
芸
員

定
員　

小
学
１
〜
３
年
生
40
人
、小
学
４
〜
６
年
生
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

①
②
共
通
事
項

対
象　

彦
根
市
、
米
原
市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲
良

町
、多
賀
町
内
の
小
学
生　

※
各
小
学
校
に
申
込
用

紙
を
配
布
し
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）　

※
①
②
と
も

に
参
加
の
場
合
は
４
０
０
円　

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
金
亀
町
）　  

申
込
期
間　

６
月
16
日
㈪
〜
７
月
６
日
㈰　

 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博
物
館
（
〒
５
２
２-

０
０
６
１
金
亀
町
１-

１
）
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

６
５
２
０
番　

※
各
小
学
校
に
配
布
す
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、ま
た
は
彦
根
城
博
物
館
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
は
７
月
６
日
㈰
消
印
有
効

で
す
。

彦根城博物館

キッズサマー
スクール

▲昨年のキッズサマースクール（茶道体験）
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図書館休館日
（７月）

7日㈪、14日㈪、21日（月・祝）、
24日㈭、28日㈪

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300
※駐車場での駐車時間は、１か所当たり30～40分間です。

1日㈫

2日㈬

3日㈭

4日㈮

8日㈫

9日㈬

10日㈭

11日㈮

15日㈫

16日㈬

17日㈭

18日㈮

22日㈫

23日㈬

29日㈫

30日㈬

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館
太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟
清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人 権 ・ 福 祉 交 流 会 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館
Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）
平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 枝 駅 前
千 鳥 ケ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 （ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

７月

彦根市事業公社
☎23-4135　FAX23-4134

1日㈫

2日㈬

3日㈭

4日㈮

7日㈪

8日㈫

9日㈬

10日㈭

11日㈮

14日㈪

15日㈫

16日㈬

17日㈭

18日㈮

22日㈫

23日㈬
24日㈭
25日㈮
28日㈪
29日㈫
30日㈬
31日㈭

野田山、三津、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁
目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、松原一丁目、松原二丁目、
松原（四ッ川）、西今（松田団地）、平田（大沢）
野田山、海瀬、幸、芹、安清、三津屋、野瀬、西今、
西今（伊庭団地）、須越
里根、外、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、
池州、野田山、八坂、須越、西今、開出今（蔵の町
団地）、八坂東団地、正法寺、幸
地蔵、小泉（開出）、山之脇、芹川（北・南・大仏・
千鳥ヶ丘）、宇尾、竹ケ鼻、開出今（蔵の町団地）、八
坂東団地、里根、外、開出今
地蔵、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、後三条（上・下）、
開出今、甘呂、岡、東沼波（サニー団地）、橋向
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東
部）、中央（第２・３部）、大東、錦（第１部）、京町一
丁目、京町二丁目、京町三丁目、甘呂、清崎（東・西・
清崎団地）、開出今（1部）、八坂北、地蔵
城町二丁目、栄町二丁目、正法寺（太平団地）、馬場一丁
目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、開出今（1部）、日夏
和田、佐和、小泉、戸賀、長曽根南、京町一丁目、
京町二丁目、京町三丁目、大東、錦、中央、大藪、日夏、
賀田山（大山・小山・茂賀・小田部）
新、芹中、小泉、平田（南・中）、中藪、日夏、金沢（林・中下・
長江）、田原、金田、石寺（上・下）、上岡部、下岡部、出路
田附、東沼波、稲枝（西・東）、服部、金沢（金沢団地）、彦富、
肥田、稲部（南）、彦富（笹田団地）、野良田、金亀、尾末、中藪、
元、船、旭、佐和
平田（北・西）、岡、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、
稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）、稲部
（東）、鳥居本地区、彦富（笹田団地を除く）
新海、南三ツ谷、甲崎、東沼波、西沼波、鳥居本地区、
古沢（佐和山東・佐和山西）、柳川、上西川、下西川、彦富、
西沼波（出屋敷）、大堀
柳川、上西川、下西川、稲部（稲部）、稲里、東沼波、
西沼波（本郷住宅）、大堀、鳥居本地区、太堂、千尋、
肥田（西肥田を除く）、古沢（東山・松縄手・沢・駅東・
三ノ丸）

錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁目、
鳥居本地区、楡、安食中
錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原三丁
目、極楽寺、辻堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、蓮台寺、堀、森堂、南川瀬、川瀬馬場
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、金剛寺
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠
高宮、広野、犬方、出、葛籠、法士

７月

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
　（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日です）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後
　することがありますが、ご了承ください。

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

フ ァ ミ リ ー
コ ン サ ー ト

6月21日㈯
①11：00～12：00
②14：00～15：00

彦根児童合唱団による演奏会を親子で楽しんでいただきま
す。（①と②の内容は同じです）
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
ホ ー ル
（ 日 夏 町 ）

名 勝 玄 宮 楽 々 園
「 御 書 院 」 内 部
特 別 公 開

6月21日㈯
～同29日㈰

9：00～17：00
（入場16：30まで）

名勝玄宮楽々園内の楽々園建造物「御書院」内部を特別
に公開します。６月 21 日㈯、同 29 日㈰は職員による説
明を受けることができます。
　教育委員会文化財課☎26-5833、FAX26-5899

名 勝 玄 宮 楽 々 園 内
楽 々 園
（ 金 亀 町 ）

オ ニ バ ス の 里 親
講 習 会

6月28日㈯
9：00～12：00

大学サテライト・プラザ
（ 大 東 町 ）
アル・プラザ彦根6階

オニバスの栽培方法を学習します。講習会終了後、里親希
望者にはオニバスの株を配布します。
里親の対象：彦根市在住の人　定員：30人（先着順）
持ち物：筆記用具、バケツ（株の希望者のみ）
申込期間：６月16日㈪～同27日㈮
オニバスの里親講習会受付窓口（　生活環境課内）
☎30-6116、FAX27-0395

彦根城博物館出張講座
あなたの街の歴史探訪
「河瀬地区の歴史」

7月5日㈯
10：00～11：30

博物館学芸員が古代から近代にかけての地域の歴史を紹介
します。
費用：100円　定員：60人（先着順）
彦根城博物館学芸史料課☎22-6100、FAX22-6520

河 瀬 地 区 公 民 館
（ 森 堂 町 ）

7月5日㈯
14：00～15：30たなばたのつどい

おはなし会と七夕飾りの工作をします。
対象：4歳以上の子どもと保護者
定員：25組（先着順）　　持ち物：はさみ、のり
申込開始日：6月17日㈫10：00～
ひこね児童図書研究グループ・市立図書館

7月12日㈯
14：00～

絵 本 を 楽 し む
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊びなど
テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

市 立 図 書 館
（ 尾 　 末 　 町 ）

　 ☎22-0649
 FAX26-0300

び わ 湖 一 周
さ ん か く 映 画 祭
in 彦根市男女共同
参 画 セ ン タ ー

7月5日㈯
10：00～12：30

映画上映会（上映作品：アイ・ラヴ・ユー）とカフェトーク。
上映後、女性、男性の生き方のこと、映画の感想などを語
り合いましょう。
費用：無料（上映後のカフェトークの茶菓子代：１００円）
定員：6０人（先着順）
申込期間：6月16日㈪～7月4日㈮
※託児可（0歳～就学前。無料。要予約）
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

　男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
会 議 室
（ 平 田 町 ）

7月16日㈬
11：00～

おひざでだっこの
お は な し 会

絵本、わらべうた、手遊び　　　　　
彦根の図書館を考える会

7月19日㈯
14：00～

む か し ば な し を
聞 く つ ど い

昔話などを「語り」でします。　　　　　
彦根おはなしを語る会

き り が み 教 室 7月6日㈰
10：00～11：30

　 子 ど も セ ン タ ー
多 目 的 室
（ 日 夏 町 ）

はさみを使ったきりがみで、七夕飾りやうちわを作ります。
対象：5歳～小学生の子どもと保護者
費用：100円
定員：15人（先着順）
持ち物：はさみ、のり、筆記用具
申込期間：6月28日㈯8：30～
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

142014・6・15

  健康推進課（八坂町　彦根市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

喫煙は、ニコチン依存です。「タバコのない新しい
生活」、「タバコのない新しい自分」に出会うための
一歩を応援します。

日時　7月16日㈬
　9：00 〜、10：00 〜、11：00 〜
場所　くすのきセンター２階
定員　３人（各時間１人、予約制）

内容
●たばこへの依存度が分かる検査
　▶肺の汚れ度チェック（呼気中の一酸化炭素の濃

度測定）

　▶たばこの依存度チェック（尿中ニコチン濃度検
査）

●たばこのやめ方についてのアドバイス
申込・問い合わせ先　 健康推進課

らくらく禁 煙 相 談

牛う
し

島じ
ま

　
湊み

な
と

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

松ま
つ

本も
と

祐ゆ

衣い

ち
ゃ
ん

（
犬
方
町
）

川か
わ

村む
ら

奏か

な

た文
ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

　 健康推進課は「くすのきセ
ンター（八坂町 1900-4、市立病
院の敷地内）」に移転しています。
各サービスをご利用の際は、会
場をご確認のうえ、お越しくだ
さい。

〜管理栄養士による食生活アドバイス～

健診結果などで、血糖値、中性脂肪、悪玉コレス
テロール値や血圧が高かった人、また体重の増加が
気になる人など、この機会に日頃の食生活を見直し
てみませんか。

日時　7月7日㈪、25 日㈮ 9：00 ～、10：20 ～
〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな相談を

受け付けています。
申込・問い合わせ先　 健康推進課

栄 養 相 談

7 月 の 乳 幼 児 健 康 診 査
　
子育てに関する情報交換や、友だ
ちづくり
日時　7月1日㈫　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　　子どもセンター多目的室
対象　市内に住民登録のある２～
6か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル

☆母子健康手帳をお持ちください
日時　7月10日㈭・同24日㈭
　　　9：30～11：00
場所　くすのきセンター1階
※栄養士に相談できる日は、
　7月24日㈭です。

日時　7月15日㈫　
　　　9：30～11：00
場所　人権・福祉交流会館

日時　7月18日㈮　
　　　9：30～11：00
場所　東山会館

～１日２回食に進みましょう～
　栄養士の話、離乳食の試食など
　※参加は1人1回限りです。
日時　7月4日㈮　
　　　9：45～11：30
　　　（受付9：30～9：45）
場所　くすのきセンター2階
対象　市内に住民登録のある７～
８か月児とその保護者
持ち物　母子健康手帳

※４か月児健診以外は、
個人通知はありませ
んので「すくすく手
帳」で内容・持ち物
をご確認ください。

※１歳６か月児健診は
仕上げみがき用歯ブ
ラシをお持ちくださ
い。

※２歳６か月児健診は
歯ブラシとコップを
お持ちください。問
診票に「ささやき声
検査」の結果をご記
入ください。

※３歳６か月児健診で
は、検尿があります。
朝一番の尿を、きれ
いに洗ったビンなど
に入れてお持ちくだ
さい。

※対象児の生年月日をご確認の
　うえ、お越しください。
※該当月に来られない場合は、
　ご連絡ください。

赤ちゃんサロン

乳幼児個別相談

離 乳 食 教 室

申込期間　6月16日㈪～同25日㈬
申込方法　　健康推進課に電話か
FAX。QR コード対応の携帯電
話を使って申し込むこともでき
ます。　

　※託児はありません。

▶パパママ学級の
　申し込みＱＲコード

パ パ マ マ 学 級

　赤ちゃんのお世話（お風呂、おむ
つ交換、だっこの仕方）や交流会をし
ます。
日時　7月12日㈯
　　　　9：30～12：00
　　　 （受付9：15～9：30）
場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠
24週以降の夫婦

定員　18 組（申込者多数の場合は、
予定日が近い人、第１子の人を優先
します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康
手帳

健　診　名 実施日 対　　　　　　象

場　　所　くすのきセンター1階

４ か 月 児

10か月児

１歳６か月児

２歳６か月児

３歳６か月児

受付時間　13  ：  00～14  ：  00

平成26年 31月 日～ 月 日生

平成25年

平成25年

平成26年

　3 　3

15日㈫

22日㈫

9日㈬

16日㈬

11日㈮

18日㈮

10日㈭

17日㈭

7日㈪

14日㈪

16

30月 日～ 月 日生　9　9 16

月 日～ 月 日生　1　3 　3 15

月 日～　1 月 日生　9 　9 15

平成23年

平成23年

月

31月 日～ 月 日生

月 日～12 月 日生　1

　1

月

12

12

平成24年 月 日～12 日生12

15

16

月 日～12 日生　1平成22年 12 15

平成24年 月月 日～12 16 12 31

12

月 日～12 日生平成22年 12 3116 月

日生

15

日時
実施日

7月 7日㈪
7月 8日㈫
7月10日㈭
7月14日㈪
7月17日㈭
7月22日㈫

場　 　所
東 沼 波 会 館
肥 田 町 公 民 館
薩 摩 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
旭 森 地 区 公 民 館
旭 森 地 区 公 民 館

受付時間

9：30～11：00

対象　彦根市に住民登録があり、次の要件に該当する
人（年齢は平成27年3月31日基準）
◆健康診査（問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿検査、血液

検査、内科診察）　　
①昭和50年4月1日～平成8年4月1日生まれの人
②昭和14年4月2日～昭和50年3月31日生まれの生
活保護受給者（彦根市に住民登録はないが、彦根市に在住し
ている人を含む）
◆結核健康診断　
　昭和25年3月31日以前に生まれた人
◆肺がん検診　　
　昭和25年4月1日～昭和50年3月31日生まれの人
◆肝炎ウイルス検診
　①　40・45・50・55・60歳の人で、過去に彦根市の
肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には5月
下旬に個別通知しています）

　②　①の年齢を除く41歳以上の人で、過去に彦根市
の肝炎ウイルス検診を受けていない人（検診の1週間
前までに　健康推進課に電話かFAXで申し込んでください）

　健診は、健康状態を知る第一歩です。年に1回は健診
を受けましょう。

市　民　健　康　診　査

（健康診査・結核健康診断・肺がん検診・肝炎ウイルス検診）

※検診料や持ち物、注意事項など詳しくは、広報ひこね
5月１５日号と同時に配布した「平成26年度彦根市
健康診査・がん検診のお知らせ」をご覧ください。



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577
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今月の納税 市県民税（第１期） 6月30日㈪までに納めましょう

※口座振替ではない人で、納付書が届いていなければ、ご連絡ください。
   問い合わせ先  税務課☎30-6140、FAX22-1398
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▲A4判、オールカラー、全 296 ページ
の箱入り（朱色）です 販

売
中

６月１日号の表紙に不適切な部分がありました

お　わ　び
ご迷惑をおかけして申し訳ありません

　広報ひこね６月１日号において、表紙写
真の子どもさんの顔にとじ穴を開けた状態
で配布する不手際がありました。
　この表紙は、男女共同参画をテーマにし
た特集記事の一環として、保育園で勤務
する男性保育士を紹介するものでしたが、
写っている園児のうち一人の左目が、また、
別の一人の頭部の一部がそれぞれとじ穴と
重なった状態でした。
　これは、広報紙編集、発行の各段階で、
当然あるべき配慮が欠けていたことが原因
であり、園児ご本人、ご両親はじめご家族
はもちろん、読者である市民の皆さんに深
くおわび申し上げます。
　今後、こうした事態を二度と起こさない
よう、編集工程やチェック体制を厳しく見
直し、再発防止に努めてまいります。

お　願　い
差し替えと回収にご協力ください

　市では、不適切な表紙写真の差し替えと回収に努めてい
ます。
　今回お届けした広報紙の中央部分（８ページと９ページ
の間）に、別の写真を配置した６月１日号（表紙、２ページ、
23 ページおよび 24 ページ）をはさんでいます。
　読者の皆さんには、お手数をおかけして申し訳ありませ
んが、これをお手もとの６月１日号の当該ページと差し替
えてくださるようお願いします。差し替え後は、今回、広
報紙と一緒にお届けした封筒に古い表紙を入れて、市役所
に返送してください。切手を貼っていただく必要はありま
せん。市役所、支所、各出張所、福祉センター、くすのき
センター、各地区公民館、人権・福祉交流会館、東山会館
に直接お持ちいただいてもけっこうです。
　ご迷惑をおかけしたうえ、さらにご面倒なお願いで恐縮
ですが、ご協力くださるようよろしくお願いいたします。
問い合わせ先　 情報政策課広報係☎ 30-6103、FAX
　22-1398、Ｅメール koho@ma.city.hikone.shiga.jp


